
、
旧
幕
府
引
継
書
の
内
の
「
捕
者
帳
」
に
．
つ
い
て

　
一－

二三四

丸
橋
忠
弥
召
捕
り
記
録
を
中
心
と
し
て

参
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書
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研
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・
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六
号
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圃
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八
．
六
）

は
じ
め
に

「
捕
者
帳
」
の
概
要

捕
物
の
概
要

「
捕
者
帳
」
原
本
の
概
…
要

丸
橋
忠
弥
召
捕
り
記
録

五
・
丸
橋
忠
弥
徒
党
一
巻
石
捕
り
記
録

六
　
丸
橋
忠
弥
徒
党
一
巻
三
浦
り
記
録
解
説

七
　
「
捕
者
帳
」
の
利
用
に
ウ
い
て

　
　
お
わ
り
に

田
　
口
　
栄
　
一

　
　
　
　
　
は
じ
め
に

　
試
歪
、
あ
る
国
語
辞
典
の
鋤
賑
の
項
を
引
き
ま
し
た
と
．
、

ろ
、
そ
れ
に
は
「
江
戸
時
代
、
目
明
な
ど
が
、
捕
物
に
つ
い
て
記

し
た
覚
え
書
」
と
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
三
田
村
鳶
魚
は
、
亀
『
捕
物

　
の
話
』
の
内
で
「
伺
心
や
目
明
し
ど
も
ま
で
、
何
か
記
録
し
て
い
る

　
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
“
る
ら
し
い
。
ま
あ
、
今
日
の
巡
．

査
が
持
っ
て
い
る
手
帳
の
よ
う
な
具
合
に
（
考
え
て
い
る
人
も
あ
る
・

よ
う
で
す
が
へ
そ
ん
な
も
め
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
」
ど
い
っ
て

　
い
ま
す
。
辞
典
の
説
明
は
朋
ち
か
に
、
岡
本
綺
堂
が
、
」
9
、
『
半
七
捕
物

・
帳
』
を
書
き
は
じ
め
て
以
来
、
一
般
大
衆
の
大
方
が
持
っ
て
い
る
認

識
そ
の
ま
ま
を
、
表
現
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
』
、
博
識
の
三

三
は
、
町
奉
行
所
に
『
捕
者
帳
』
な
る
も
の
が
備
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
知
つ
℃
い
て
、
そ
れ
の
実
体
を
う
ま
く
別
の
も
の
に
創
り
か

え
、
自
分
の
小
説
の
内
に
取
り
入
れ
た
σ
で
あ
り
ま
す
。
当
館
の
旧

幕
府
引
継
書
中
の
『
捕
者
帳
』
は
、
江
戸
時
代
の
法
制
二
等
の
研
究

文
献
に
は
、
・
ほ
と
ん
ど
と
い
ヴ
て
い
い
ほ
ゼ
引
用
き
れ
て
い
る
史
料

・
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
内
で
．
は
、
特
に
丸
橋
忠
弥
召
捕
り
記
録
が
知

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
稿
は
、
、
今
ま
で
原
本
を
見
る
機
会
の
な
か
り

た
方
や
、
こ
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
こ
ど
を
ご
存
知
な
か
っ
た
方
の

、
た
め
に
、
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

一
一九

一

＼



、

　
　
　
　
｝
　
「
捕
者
帳
」
の
概
要

・
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
一
言
で
い

い
ま
す
と
、
こ
れ
は
町
奉
行
所
か
ら
召
捕
り
の
た
め
出
動
し
た
記
録

の
帳
簿
で
あ
り
諭
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録
に
は
、
い
つ
、
誰
々
を
召

捕
る
た
め
に
、
南
北
両
奉
行
所
か
ら
何
人
出
動
し
、
手
柄
一
・
番
手
は

誰
、
二
番
手
は
誰
、
褒
美
は
ど
う
か
、
誰
が
訴
人
を
し
た
か
・
ど
ん
，

な
犯
罪
が
行
な
わ
れ
た
か
、
ぎ
こ
で
召
捕
り
が
行
な
わ
れ
た
か
、
ど

ん
癒
抵
抗
を
受
け
た
か
、
検
使
与
力
は
誰
で
あ
っ
た
か
、
大
凡
は
、
．

こ
の
よ
う
な
ご
乏
が
、
記
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
記
録
さ
れ

る
ま
で
の
経
樋
を
み
ま
七
よ
う
。
捕
物
が
、
終
了
し
ま
す
と
、
南
北
、

両
奉
行
所
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
検
使
と
し
て
出
動
し
て
．
い
た
与
力
達
「

は
、
現
場
で
直
ち
に
同
心
達
の
働
き
ぶ
り
等
に
つ
い
て
、
打
合
せ
を

し
ま
す
。
誰
が
み
て
も
明
白
な
経
過
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に

合
意
に
達
し
て
、
問
題
は
あ
サ
ま
せ
ん
が
、
相
手
が
大
暴
れ
で
も
し

て
、
誰
が
一
番
手
柄
、
二
番
手
柄
で
あ
る
か
等
の
判
定
が
む
ず
か
し

い
場
合
は
、
容
易
に
は
結
論
が
出
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
ヶ
な
時
は
、
．
そ

れ
ぞ
れ
奉
行
所
へ
周
題
を
持
ち
帰
り
ま
し
て
、
両
奉
行
の
話
合
い
に

ま
か
せ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
結
論
が
同
心
の
、
ひ
い
て
は
奉
行

所
の
手
柄
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
慎
重
に
な
ら
ざ
惹
を
得
ま

せ
ん
。
と
に
か
く
結
論
奮
ま
す
と
・
禦
部
屋
の
灘
燈
っ
て

記
帳
さ
れ
ま
す
。
こ
の
帳
簿
が
『
捕
者
帳
』
で
あ
か
ま
ナ
。
・
な
お
、

判
完
を
め
ぐ
み
取
扱
い
に
つ
い
て
の
実
例
が
、
丸
橋
事
件
の
す
ぐ
次

の
記
録
に
あ
り
ま
す
の
で
、
原
文
の
ま
ま
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。

　
注
　
江
戸
町
奉
行
所
を
当
時
は
単
に
町
奉
行
所
と
称
し
、
京
都
・
大
阪
等
、

　
　
の
町
奉
行
所
は
町
名
を
上
に
接
げ
て
呼
ん
だ
。

将
監
殿
御
代

明
暦
弐
童
骨
二
＋
二
擾
臓
卜
謙
此
坊
同
鐙
丘
ハ
衛

凶
叢
欝
御
褒
美
磐
枚
・
洞
；
沢
太
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
前
殿
方
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
断
「
　
　
二
　
水
野
八
太
夫
、

　
　
　
（
前
文
省
略
）

．，痘
i
蕪
無
難
鶴
難
雛
ゼ
ハ
鯵
．
ニ
ザ

取
付
候
ヘ
バ
、
平
兵
衛
強
力
無
二
而
、
猪
兵
衛
を
組
翠
黛
候
、
然
　
　
一
・

処
此
方
同
心
石
沢
汰
兵
衛
、
備
前
殿
方
同
心
水
野
八
太
夫
、
両
人

　
二
而
取
し
め
、
　
一
ノ
手
太
兵
衛
、
ゴ
ノ
手
性
太
夫
仕
候
と
検
億
へ

八
太
夫
断
受
付
、
見
届
候
由
検
使
挨
拶
季
候
ヘ
パ
、
猪
兵
衛
被
二

組
敷
一
会
七
一
ソ
手
仕
候
、
太
兵
衛
殿
は
、
ニ
ノ
手
馴
而
有
レ
之
と

申
し
上
候
得
ど
も
、
連
て
八
太
夫
論
申
二
付
、
両
所
御
寄
合
、
御

吟
味
之
上
、
猪
兵
衛
儀
被
二
組
敷
一
罷
在
候
得
バ
、
一
ノ
手
仕
候
ご

無
レ
紛
候
、
太
兵
衛
儀
ニ
ノ
手
義
者
二
ニ
ノ
手
仕
候
と
被
h
申
候
、
、

こ
と
も
有
体
二
申
由
，
二
而
次
一
一
と
被
二
仰
付
一
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
大
里
　
甚
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
満
田
権
兵
衛
’



　
　
　
　
二
　
捕
物
の
概
要

　
「
捕
者
帳
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
奉
行
所
の
捕
物
に

つ
い
て
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
つ
や
く

＜
い
か
な
る
場
合
に
出
役
す
る
か
〉

　
町
奉
行
所
か
ら
捕
物
の
た
め
出
役
す
る
の
は
、
次
の
二
つ
の
場
合

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
；
は
・
響
矩
輔
と
い
い
芒
て
・
幕
閣
の
命
令
に
よ
る

も
の
で
み
り
ま
す
。
こ
れ
は
隅
江
戸
時
代
各
役
所
ご
と
に
複
雑
な
支

配
地
が
あ
り
ま
し
て
、
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
立
ち
入
り
、
召
捕

り
な
ど
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
ウ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
必
要
が

生
じ
ま
し
た
時
は
、
幕
閣
へ
上
申
し
て
、
そ
の
許
可
一
命
令
に
よ
っ
・

て
解
決
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
丸
橋
事
件
は
、
そ
の
一
例
で
あ
り
ま

す
。
　
　
　
・
　
・
　
　
’
　
　
　
　
．
　
　
一

　
他
の
一
つ
は
、
町
方
か
み
の
訴
え
に
よ
っ
て
出
役
す
る
場
合
で
あ

り
ま
す
。
月
番
の
奉
行
所
へ
訴
え
出
ま
す
と
、
与
力
は
そ
⑳
子
細
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ば
ん

聞
き
糺
し
て
、
奉
行
に
報
告
し
ま
す
。
奉
行
は
、
即
刻
明
番
の
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

所
に
も
連
絡
し
て
、
与
力
・
同
心
に
出
置
を
命
ず
る
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
－
『
捕
者
帳
』
弐
の
四
の
最
後
に
、

明
和
八
年
南
町
奉
行
牧
野
大
隅
守
か
ら
北
町
奉
行
曲
淵
甲
斐
守
へ
相

談
し
た
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
に
詳
t
く
述
べ
ち
れ
て
お
り
ま
す
か

ら
、
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
（
明
和
八
年
）

戊
八
月
六
日
甲
斐
守
江
三
三
処
、
存
寄
無
レ
黒
甜
、
同
十
八
回
附

札
を
以
返
却
有
レ
之
候

御
相
談
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野
大
隅
守

取
籠
も
の
有
7
之
其
所
よ
り

、
旧
来
候
節
取
計
三
儀
　
、
‘

一
　
月
番
之
番
所
江
、
捕
方
願
出
候
バ
バ
、
当
番
与
力
早
速
訴
人

之
申
口
承
、
書
上
為
レ
愛
用
人
皇
を
以
申
聞
、
捕
方
同
心
三
人
検

使
与
力
壱
人
、
場
所
江
之
支
度
為
レ
致
、
尤
非
番
毒
筆
番
所
江
、

何
方
二
捕
者
有
レ
之
、
捕
方
同
心
三
人
検
使
与
力
壱
人
、
致
二
支
摩

「
此
方
番
所
江
、
早
々
可
7
遣
旨
、
当
番
与
力
よ
り
当
番
与
力
迄
申
「

遣
、
双
方
与
力
同
心
相
揃
次
第
ハ
於
二
白
洲
一
奉
行
逢
候
而
、
左
之

趣
三
二
申
渡
一
事
。

，
何
方
国
取
籠
者
有
レ
之
平
出
候
二
面
、
，
召
捕
可
レ
参
候
、
榔
奉
公

第
一
之
儀
二
塁
問
．
致
二
也
精
　
捕
可
レ
申
候
、
万
一
如
何
許
之
儀

有
ン
之
候
共
申
上
、
諸
…
式
塗
立
候
様
可
レ
黒
海
候
、
掩
方
甲
乙
獣
畜

は
、
検
使
与
力
之
見
分
二
可
レ
嬉
野
、
都
而
検
使
与
力
墨
差
図
二

相
蟻
壁
、
・
及
二
争
論
一
間
暴
露
。

　
但
捕
方
同
心
三
人
江
計
、
其
奉
行
よ
り
離
婁
塗
擦
月
面
事
。

　
但
同
心
は
、
湿
り
鉢
巻
、
刃
引
刀
ヲ
帯
し
、
草
鮭
を
は
き
、
与

力
ハ
白
衣
二
三
草
鮭
を
は
き
、
鑓
は
、
平
日
番
所
勝
手
二
．
惣
置

を
、
為
レ
持
可
〆
三
田
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

一三「



　
　
右
の
条
申
渡
、
表
門
を
開
一
同
差
出
、
玄
関
迄
奉
行
見
送
可
7

　
申
事
。

　
　
五
夜
は
、
高
張
挑
灯
為
レ
持
可
γ
申
事
。

　
一
　
非
番
月
之
節
、
、
月
番
之
番
所
よ
り
捕
も
σ
有
レ
之
触
来
候
バ

　
バ
、
早
速
用
人
共
を
以
申
聞
、
捕
方
同
心
三
人
検
使
与
力
壱
人
、

、
場
所
江
之
支
度
為
7
致
、
相
並
立
第
於
二
白
洲
↓
捕
方
同
心
検
使
与

　
力
江
奉
行
逢
候
而
、
左
之
通
皆
野
申
渡
一
事
。

　
　
何
方
二
取
籠
者
有
レ
之
ハ
月
番
之
番
所
よ
り
申
来
候
間
、
、
月
番

二
番
三
江
参
、
　
一
同
場
所
江
罷
越
召
捕
可
レ
申
候
、
御
奉
公
第
一

之
儀
二
時
周
、
致
二
出
精
一
結
可
レ
買
血
、
万
一
如
何
振
之
儀
有
γ
之

候
回
申
上
、
諸
式
相
立
候
様
可
レ
致
遣
候
、
捕
方
甲
乙
之
儀
は
、
，

．
検
使
与
力
之
見
分
三
三
レ
三
三
、
都
而
検
使
与
力
之
差
図
工
任
セ

三
二
争
論
一
間
三
三
。

　
但
捕
方
同
心
三
人
江
、
結
慰
三
幅
レ
準
準
。

　
右
之
条
申
渡
、
表
門
を
開
月
番
三
番
若
江
差
遣
、
玄
関
三
奉
行

見
送
り
可
レ
申
事
。

　
三
夜
は
、
高
張
挑
灯
為
レ
持
可
レ
申
事
。
層

　
右
は
、
是
迄
之
仕
来
之
趣
二
墨
隈
、
差
懸
り
心
魂
故
、
其
時
二

’
よ
り
取
計
方
区
モ
而
は
へ
可
レ
及
二
重
雨
戸
候
間
、
磯
之
通
相
領
置

度
面
目
御
相
談
一
候
。

　一

@
登
城
留
守
之
節
、
捕
方
訴
来
、
御
役
宅
よ
り
御
尋
迄
申
越
候

　
バ
バ
、
御
役
中
、
退
出
致
し
可
二
申
渡
一
意
、
然
共
時
宜
二
よ
り
退

出
難
7
致
候
黛
ハ
、
其
段
御
役
監
督
申
越
、
用
人
共
を
以
検
使
与

力
立
合
、
捕
方
同
心
共
江
為
二
申
渡
一
蓋
様
可
レ
致
候
。

一
　
評
定
所
三
二
出
席
一
之
節
も
右
同
様
旧
事
。

一
　
登
城
三
二
候
バ
バ
、
．
右
申
渡
相
済
候
迄
、
9
可
μ
致
二
在
宅
一
三

間
」
其
金
蓮
役
々
紙
面
二
面
、
可
二
申
遣
一
事
。

一
　
出
火
有
レ
之
出
馬
い
た
し
候
処
江
、
捕
も
の
訴
出
候
バ
バ
、

用
人
共
よ
り
場
所
江
申
越
、
．
尤
右
は
難
二
差
延
一
儀
直
二
用
人
共
を

以
、
検
使
与
力
．
立
合
、
捕
方
同
心
共
江
為
二
申
渡
一
候
様
可
レ
致
事
②

　
但
右
二
付
捕
方
同
心
御
褒
美
並
搦
捕
候
も
の
一
件
御
仕
置
三
儀

は
、
前
々
之
通
月
番
二
而
、
諸
事
取
計
可
7
申
事
。

一
　
非
番
月
之
節
、
存
寄
こ
付
捕
方
願
出
候
バ
バ
、
月
番
之
番
所

江
差
遣
、
月
番
二
二
諸
事
取
計
候
様
可
／
翌
翌
。

　
右
図
通
及
二
等
相
談
一
型
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

戊
八
月

〈
捕
物
三
役
は
、

　
出
自
す
る
捕
方
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
通
は
南
北
両
奉
行

所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
与
力
一
人
同
心
一
人
が
出
動
七
ま
し
た
。
し
か

し
、
与
力
に
は
中
間
一
人
、
若
党
二
人
、
草
履
取
一
パ
パ
、
計
四
人
、

同
心
に
は
一
人
の
従
者
が
い
て
、
共
に
出
動
致
し
ま
し
た
か
ら
、
動

員
数
は
、
十
四
名
で
あ
り
ま
す
。
こ
σ
ほ
か
に
、
小
者
と
い
う
捕
方

が
参
加
し
た
と
い
い
ま
す
。
（
『
捕
物
の
話
』
）

御
書
面
四
通
以
来
相
成
三
三

可
レ
然
存
候

　
戌
八
月
　
曲
淵
甲
斐
守
．

卦
か
に
行
な
わ
れ
た
か
〉

　
　
一
人
召
捕
る
た
め
に
、

　　一　三一



　
こ
の
動
員
数
に
つ
い
て
は
、
資
料
に
よ
し
り
か
な
り
ま
ち
ま
ち
で
・
あ

，
り
ま
す
。
時
代
に
よ
り
、
事
件
の
性
質
に
よ
っ
て
違
ヶ
の
は
、
当
然

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
前
に
紹
介
し
た
『
御
相
談
書
』
に
は
、
両
奉
行

所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
与
力
一
人
、
同
心
三
人
を
出
動
さ
せ
る
と
あ
り
ま

す
。
『
捕
者
帳
』
個
々
の
記
録
で
も
、
，
や
は
り
か
な
り
の
違
い
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
出
役
す
る
与
力
、
向
心
は
、
当
番
方
か
ら
出
ま
す
。
分
担
の
な
い

与
力
二
人
、
年
寄
同
心
、
物
書
同
心
各
三
人
、
そ
れ
に
分
担
の
な
い

同
心
が
、
当
番
方
で
あ
り
ま
す
。

　
出
役
す
惹
際
の
い
で
た
ち
は
、
「
次
の
歳
う
で
あ
っ
た
と
『
捕
物
の

話
』
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
つ
ぎ
か
み
し
も

　
　
「
与
力
　
継
上
下
を
ぬ
零
着
流
七
に
な
り
、
帯
の
上
へ
胴
締
を

し
て
勿
論
両
刀
を
さ
す
。
手
拭
で
後
ろ
鉢
巻
を
し
て
、
白
木
綿
の
裡

に
ジ
ン
ジ
ン
端
折
り
、
草
鮭
ば
き
」
。
，
「
御
相
談
書
」
．
に
は
、
「
白
衣

　
二
四
」
と
あ
り
ま
ず
。
鳶
魚
の
拠
り
所
と
し
た
資
料
が
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
明
和
年
代
か
ら
か
な
り
後
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ
り
か
た
び
ら

　
　
「
同
心
　
麻
の
裏
の
つ
い
た
鎖
帷
子
を
着
込
み
、
そ
の
上
へ
芝

　
　
よ
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ね
あ
て

居
の
四
天
の
着
る
よ
う
な
半
纒
を
着
、
股
引
を
は
く
。
小
手
・
驕
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す
き

．
を
し
三
三
・
の
入
っ
た
鉢
巻
に
白
木
綿
の
裡
、
ふ
だ
ん
は
両
刀
を
差
し

．
て
い
る
が
、
捕
物
の
時
は
、
、
刃
引
き
の
長
脇
差
を
一
本
だ
け
差
し
て

い
ぐ
」
ρ
、
従
者
の
分
は
省
略
し
ま
す
。
，

　
支
度
が
す
み
、
明
番
の
奉
行
所
の
役
人
が
到
着
し
ま
す
と
、
．
．
『
御
・

．
相
談
書
』
に
あ
り
ま
す
よ
う
な
言
葉
を
奉
行
が
か
け
ま
し
て
、
三
方

面
桐
の
実
を
の
せ
て
出
し
、
水
盃
を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
与
力
は
、

一
番
手
、
二
番
手
と
同
心
の
部
署
を
定
め
、
表
門
か
ら
奉
行
の
見
送

り
を
う
け
て
出
動
し
ま
す
が
、
．
捕
物
の
主
役
は
貞
同
心
が
演
じ
ま

’
す
。
与
力
は
、
検
使
と
し
て
行
く
の
で
あ
り
ま
し
て
、
自
ら
召
捕
る

こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
同
心
が
扱
い
か
ね
て
い
る
と
、
槍
を
も
っ
て
あ

七
ら
い
、
．
手
を
か
す
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

八
捕
物
出
役
以
外
の
愚
物
〉

．
ご
れ
は
出
役
ま
で
い
か
な
い
捕
物
で
、
定
町
廻
り
同
心
等
に
よ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
，

三
　
「
捕
者
帳
」
原
本
の
概
要
・

O
　
各
冊
の
解
説

　
革
表
紙
の
題
籏
順
に
説
明
い
た
七
ま
す
。

　
ω
　
　
「
捕
者
帳
」
　
壱
の
上
、
正
保
四
年
ヨ
リ

　
亡
れ
は
、
本
稿
の
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

く
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

く
わ
し

く
書
誌
的
事
項
〉

　
大
本
。
二
十
七
丁
。
一
面
七
行
。
一
行
二
十
一
字
。
元
表
紙
の
外

題
は
」
直
接
、
正
保
四
年
ヨ
リ
L
捕
者
帳
」
、
こ
の
次
に
ま
た
、
同

、
じ
よ
う
に
ハ
表
紙
に
、
寛
文
拾
年
L
御
褒
美
被
下
候
捕
者
帳
ト
戌
二

．
月
」
と
墨
書
σ
あ
る
丁
が
一
丁
あ
る
。
本
冊
の
収
録
年
橡
、
正
保
四

　　門　量一〔



、
年
か
ら
貞
享
二
年
。
収
録
件
数
↓
，
一
十
三
件
、
内
訳
次
の
と
お
り
。
正

保
四
年
一
件
》
、
慶
安
元
年
一
件
、
同
二
年
山
件
、
朝
倉
石
見
守
殿
御

代
月
日
ハ
不
知
一
件
、
慶
安
四
年
三
件
、
明
暦
二
年
二
件
、
同
五
年

一
件
、
寛
文
三
年
二
件
、
同
七
年
一
件
、
同
八
年
一
件
、
同
語
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
コ

件
、
同
十
年
一
件
、
同
十
一
年
一
件
、
同
十
二
年
一
件
、
同
十
三
年

一
件
、
貞
享
二
年
二
件
。
い
ず
れ
も
北
町
奉
行
所
に
よ
り
記
録
ざ
れ

た
も
の
。
慶
安
年
代
の
記
録
に
、
・
虫
く
い
、
す
り
切
れ
多
し
。
正
保

四
年
か
ら
寛
文
九
年
ま
で
の
記
録
は
、
同
筆
跡
、
寛
文
十
年
以
降

は
、
各
件
別
に
筆
跡
は
異
な
る
乏
認
め
ら
れ
る
。
貞
享
二
年
七
月
の

記
録
の
内
、
検
使
与
力
藤
野
仁
介
の
名
前
の
下
に
押
印
あ
り
。

〈
問
題
点
等
ゾ
・

　
回
れ
嫁
、
冊
幕
府
引
継
書
中
最
古
の
記
録
綴
り
で
あ
り
、
御
褒
美

が
出
さ
れ
た
記
録
の
み
収
録
し
て
い
ま
す
。
前
項
に
記
し
ま
七
た
、
「

三
三
の
位
置
に
あ
る
一
枚
が
、
ま
ず
問
題
を
提
起
し
て
お
り
ま
す
。

本
来
表
紙
で
あ
っ
た
も
の
と
認
め
ち
れ
ま
す
。
十
九
丁
と
二
十
丁
の

間
、
寛
文
九
年
の
終
り
の
記
録
と
同
十
年
十
月
の
記
録
の
間
に
入
る

べ
き
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
「
二
月
」
と
「
十
月
」
に
は
へ
だ
た
り
が
あ
り
、
疑
問

・
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
間
の
記
録
が
な
に
か
の
事
情
で
脱
落
し
た
も

の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
位
置
の
移
動
が
い
つ
行
な
わ
れ
た
か
は
い
ま

や
わ
か
り
ま
せ
ん
。
・
以
上
の
と
お
り
と
す
る
と
、
こ
れ
は
本
来
二
冊

だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
寛
文
九
年
以
前
の
も
の
は
、
こ
れ
以
降
の
い

　
つ
に
記
録
さ
れ
た
の
か
、
不
明
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
七
か

　
し
、
前
後
の
紙
質
か
ら
判
断
し
て
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
で
あ
る
こ

・
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。
次
．
に
、
内
容
を
見
ま
す
と
、
最
初
の
正
保
四

年
の
記
録
は
、
一
番
手
柄
の
同
心
が
六
拾
俵
の
加
増
、
百
書
取
り
へ
，

　
の
取
立
て
の
褒
美
を
受
け
た
も
の
と
し
て
、
又
同
心
が
与
力
へ
昇
進

　
し
た
例
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
有
名
な
も
の
で
あ
り
喜
す
。
次
の

慶
安
時
代
の
記
録
に
は
不
完
全
な
記
載
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
ま

’
す
。
そ
れ
は
次
の
諸
点
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

ω
　
二
件
目
の
事
件
記
録
に
「
慶
安
元
年
子
月
ハ
不
覚
」
と
あ
り
、
．

更
に
召
捕
ら
れ
た
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
・
て
な
く
、
本
文
に
又
「
導

者
名
不
覚
」
と
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

、
⑭
　
四
回
目
の
事
件
記
録
に
「
朝
倉
石
見
守
殿
御
代
月
日
ハ
不
知
」
　
二
四

と
あ
る
こ
と
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「

の
　
丸
橋
記
録
に
後
詰
と
だ
げ
あ
っ
て
、
そ
の
検
使
与
力
の
名
前
が

記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

　
．
慶
安
年
代
の
も
の
の
外
に
は
、
こ
の
よ
う
な
不
完
全
な
記
録
は
あ

り
ま
，
せ
ん
。
不
覚
、
・
不
知
、
こ
れ
は
、
’
他
の
記
録
か
ら
の
書
き
写
し

で
は
な
く
、
誰
か
当
時
の
事
件
関
係
者
の
記
憶
を
拠
り
所
と
．
し
て
、

書
か
れ
た
も
、
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
σ
た
め
い
く
つ

．
か
の
問
題
点
が
生
じ
ま
毛
た
。

④
　
慶
安
年
代
の
も
の
，
は
、
指
導
性
が
あ
る
か
、
な
い
か
。

⑭
　
寛
文
九
年
以
前
の
も
の
で
、
こ
れ
以
外
の
も
の
は
、
他
の
記
録

の
写
し
か
ゼ
う
か
。
こ
れ
ら
も
記
憶
で
作
成
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
。
一

／



、

信
愚
性
が
あ
る
か
、
な
い
か
。

　
な
に
し
ろ
、
こ
の
史
料
自
体
が
根
本
史
料
と
さ
れ
て
来
て
い
る
も

の
だ
け
に
、
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
ぐ
こ
と
は
、
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

と
に
か
く
寛
文
九
年
以
前
の
記
録
は
、
全
体
に
信
頼
で
き
な
い
心

証
を
与
え
ま
す
。
寛
文
十
年
以
後
の
も
の
は
、
一
件
ご
と
に
筆
跡
が

異
な
り
、
そ
の
都
度
記
帳
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
信
頼
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

・
－
②
　
捕
者
帳
　
壱
の
中
　
寛
文
拾
三
年
半
丁
零
日

　
　
大
本
。
十
七
丁
。
一
面
八
行
。
一
行
十
九
字
。
元
表
紙
の
墨
書
外

　
題
は
、
寛
文
拾
三
年
」
捕
者
帳
」
丑
正
月
日
L
。
寛
文
拾
三
年
年
内

　
二
十
一
件
収
録
。
北
町
奉
行
所
作
成
の
記
録
。
最
初
の
記
録
は
内
二
9

　
月
の
も
の
。
褒
美
を
受
け
た
記
録
な
し
。
事
件
経
過
の
説
明
は
簡
単

　
な
も
の
が
多
い
。
検
使
名
の
下
に
押
印
、
花
押
が
か
な
り
見
受
け
ら

　
れ
る
。
十
四
丁
目
の
十
二
月
十
一
回
忌
二
件
の
記
録
上
に
斜
線
の
筆

　
入
あ
り
、
抹
殺
し
た
も
の
か
、
他
へ
記
録
を
移
し
変
え
た
も
の
か
。

「
③
　
捕
者
帳
　
壱
の
下
　
明
暦
三
年
圃
四
年
成
正
月
日

　
大
本
。
五
十
丁
。
一
面
四
行
。
一
行
二
十
三
字
。
元
表
紙
の
外
題

は
、
，
明
暦
三
年
」
許
多
年
成
○
○
○
」
捕
者
帳
」
万
治
元
年
成
八
月

朔
日
L
酉
ノ
卯
月
廿
六
日
L
子
ノ
ニ
月
廿
一
日
L
寅
λ
士
分
L
。
収

録
年
明
暦
三
年
か
ら
寛
文
二
年
。
五
十
八
件
収
録
。
北
町
奉
行
所
作

、

成
の
記
録
。
最
初
の
記
録
は
、
明
暦
三
年
四
月
の
も
の
。
褒
美
身
受

け
た
記
録
な
し
。
事
件
経
過
の
説
明
は
簡
単
な
も
の
が
多
い
。
年
月

の
記
録
上
部
が
製
本
時
に
切
断
さ
れ
て
い
て
、
確
認
で
き
な
い
個
所

が
多
い
。
，
検
使
名
の
下
に
押
印
、
花
押
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
。

八
丁
目
明
暦
四
年
三
丹
の
記
録
か
ら
二
十
六
丁
目
万
治
元
年
十
二
月

ま
で
の
記
録
に
、
斜
線
の
筆
入
あ
り
、
抹
殺
し
た
も
の
か
、
他
へ
記

録
を
移
し
変
え
た
も
の
か
。

　
ω
　
捕
者
帳
　
弐
の
一
　
寛
文
六
年
忌
正
月
吉
日

　
大
本
刃
二
十
五
丁
。
一
面
九
行
。
一
行
二
十
一
字
。
．
元
表
紙
の
外

題
は
、
寛
文
六
年
」
捕
者
帳
L
・
午
正
月
吉
日
」
。
三
と
記
し
た
貼
紙

が
元
表
紙
右
上
部
に
あ
り
。
寛
文
六
年
年
内
の
四
十
三
件
収
録
。
北

町
奉
行
所
作
成
の
記
録
。
最
初
の
記
録
は
正
月
の
も
の
。
褒
美
を
受

け
た
記
録
な
し
。
事
件
経
過
の
説
明
ば
簡
単
の
も
の
が
多
い
。
検
使

名
の
下
に
押
印
、
花
押
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
。

，
・
，
⑤
　
捕
者
帳
　
弐
の
二
　
寛
文
拾
年
成
正
月
十
一
甘

大
本
。
二
十
九
丁
。
一
面
八
行
。
一
行
二
十
字
。
元
表
紙
の
外
題

は
、
，
寛
文
拾
年
目
捕
者
帳
L
成
正
月
十
一
日
」
。
収
録
年
は
寛
文
九

年
と
同
十
年
。
五
十
七
件
収
録
。
北
町
奉
行
所
作
成
の
記
録
。
、
最
初
、

の
記
録
は
、
寛
文
九
年
十
二
月
の
も
の
。
寛
文
九
年
の
記
録
は
三
丁

裏
ま
で
十
二
件
。
寛
文
十
年
十
月
一
日
の
記
録
に
褒
美
を
受
け
た
記

載
あ
り
。
た
だ
し
（
褒
美
の
種
類
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
年
且
の
記

【
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録
上
部
が
切
断
さ
れ
て
い
て
、
確
認
で
き
な
い
個
所
が
多
い
。

名
の
下
に
押
印
、
花
押
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る
ρ

検
使

　
⑥
　
捕
者
帳
　
弐
の
三
　
延
宝
五
年
己
正
月
。

　
大
本
。
三
冊
（
合
一
冊
）
。
各
三
共
北
町
奉
行
所
作
成
の
記
録
。
．

　
一
冊
目
　
二
丁
。
　
一
面
八
行
。
　
一
行
二
十
字
。
元
表
紙
の
外
題

．
は
、
延
宝
五
年
」
浦
者
帳
」
己
正
月
」
。
収
録
件
数
延
宝
四
年
十
二

月
一
件
、
同
五
年
三
件
。
い
ず
れ
も
か
な
り
く
わ
し
い
記
録
。
延
宝

五
年
四
月
二
十
四
日
分
記
録
以
外
は
、
い
ず
れ
も
検
使
名
の
下
に
押

印
、
花
押
が
あ
る
9
褒
美
を
受
け
た
記
録
な
し
。

　
二
冊
目
　
七
丁
。
一
面
十
行
。
山
行
二
十
五
字
。
元
表
紙
の
外
題

は
、
天
和
弐
年
目
捕
者
帳
」
成
正
月
日
L
。
収
録
件
数
天
和
二
年
六

件
、
同
三
年
二
件
。
最
初
の
記
録
は
、
天
和
二
年
二
月
。
い
ず
れ
も

か
な
り
ぐ
わ
し
い
記
録
。
天
和
二
年
九
月
二
十
一
日
の
記
録
以
外

．
は
、
い
ず
れ
も
検
使
名
の
下
に
押
印
、
花
押
が
あ
る
。
褒
美
を
受
け

た
記
録
な
し
。
　
　
　
　
・
　
　
－
　
　
　
，
，

　
三
冊
目
・
四
丁
。
「
一
面
十
行
。
．
一
行
二
十
一
字
。
元
表
紙
の
外
題

は
、
天
和
三
年
」
捕
者
帳
L
亥
十
二
月
二
十
九
日
」
。
収
録
件
数
貞

享
元
年
一
件
、
元
禄
六
年
一
件
、
同
七
年
二
件
。
い
ず
れ
も
か
な
り

く
わ
し
い
記
録
。
元
禄
六
年
の
記
録
以
外
は
、
い
ず
れ
も
検
使
名
の

下
に
押
印
、
花
押
が
あ
る
。
元
禄
七
年
の
二
件
忙
、
刀
や
脇
差
を
褒

美
に
受
け
た
記
録
あ
り
。
．

　
⑦
捕
者
帳
弐
の
四
元
禄
十
一
年
寅
正
月
朔
日

　
大
本
。
五
十
三
丁
。
一
面
八
行
。
一
・
行
十
八
字
。
元
表
紙
の
外
題

は
、
元
禄
十
一
年
L
捕
者
帳
L
寅
正
月
朔
日
L
っ
収
録
年
元
禄
十
一

年
か
ら
三
和
八
年
ま
で
六
十
八
年
間
、
元
禄
十
一
年
二
月
一
件
、
同

十
二
年
一
件
、
同
十
三
年
一
件
、
伺
十
五
年
二
件
、
同
十
六
年
一

件
、
同
十
七
年
一
件
、
宝
永
二
年
二
件
、
同
四
年
一
件
、
同
五
年
二

件
、
同
八
年
一
件
、
正
徳
三
年
一
件
、
享
保
元
年
一
件
、
同
三
年
一

件
、
同
八
年
一
件
、
延
享
二
年
一
件
、
同
三
年
一
件
、
宝
暦
三
年
一

件
、
同
五
年
一
件
、
明
和
四
年
二
件
、
明
和
八
年
三
件
。
計
二
十
六

件
。
宝
永
二
年
ま
で
北
町
奉
行
所
、
以
後
は
南
町
奉
行
所
で
作
成
し

た
記
録
。
全
記
録
が
褒
美
を
受
け
た
顕
著
の
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、

そ
の
都
度
記
帳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
’
検
使
名
の
下
に
押
印
、
花

’
押
め
あ
る
も
め
多
し
。
い
ず
れ
も
事
件
経
過
を
く
わ
し
く
記
録
し
て

・
い
る
。
明
和
年
代
の
記
録
に
は
、
白
州
で
の
取
調
べ
の
模
様
、
褒
美

金
の
出
ど
こ
ろ
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
最
後
は
、
前
出
「
御
相
談
書
」
。

　
⑧
捕
者
領
外
御
斗
帳

　
半
紙
本
。
百
十
一
丁
。
一
面
六
行
。
一
行
十
四
字
。
元
表
紙
の
外

題
は
、
文
久
四
年
三
月
汐
」
捕
者
回
外
戸
畑
帳
L
非
常
町
廻
L
。
収

録
年
元
治
元
年
か
ら
慶
応
元
年
。
四
十
五
件
収
録
。
最
初
の
記
録

は
、
一
元
治
元
年
三
月
九
日
の
も
の
。
元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
の
記

録
は
、
九
十
五
丁
目
同
年
二
月
六
日
の
も
の
か
ら
終
り
ま
で
七
件
。

最
後
は
四
月
二
十
日
の
記
録
。
各
記
録
と
も
、

一
三
バ

一



　
　
捕
も
の
引
渡
三
儀
二
三
申
諦
念
書
付
　
・

［
懇
　
非
欝
廻
ゴ
ー

　
　
　
　
幽

の
ご
と
く
封
書
の
表
書
か
ら
始
ま
る
。
南
北
い
ず
れ
の
奉
行
所
作
成

の
も
の
か
不
明
。
前
，
の
七
冊
と
違
っ
た
性
質
の
も
の
で
、
当
時
江
戸

市
中
を
巡
回
し
て
警
備
忙
当
っ
て
い
た
諸
大
名
の
非
常
町
彫
へ
、
’
奉

行
所
か
ら
与
力
」
伺
心
が
参
加
し
、
そ
の
際
捕
物
が
あ
る
と
、
そ
の

都
度
一
件
ご
と
に
届
出
た
書
付
の
控
で
あ
る
。

　
内
容
は
、
、
ど
こ
ど
こ
の
大
名
の
非
常
三
廻
り
に
附
添
参
加
し
、
－
炉

つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
理
由
で
、
ど
ん
な
者
を
捕
え
た
か
ら
御
三
す
、

る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
維
新
前
夜
の
江
戸
の
三
々
が
ど
・

ん
な
治
安
状
態
で
あ
っ
た
か
、
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
σ
．

⇔
　
ま
と
め

　
八
冊
は
、
’
褒
美
が
で
る
ほ
ど
の
顕
著
な
も
の
二
冊
（
．
ω
と
⑦
）
、
年

毎
に
ま
と
め
た
と
思
わ
れ
る
も
の
五
冊
（
②
－
⑥
）
、
そ
の
他
一
冊

（
⑧
）
に
別
れ
惹
。
し
か
t
、
こ
れ
ち
以
外
に
ど
の
よ
う
な
捕
者
帳

が
存
在
し
た
か
、
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
次
の
疑
問
も
解
囁

き
え
な
い
。

④
　
捕
者
帳
は
、
い
つ
頃
か
ら
作
成
ざ
れ
て
い
た
か

⑭
　
事
件
の
都
度
記
録
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
∵
褒
美
が
出
る

　
　
程
の
捕
者
帳
は
、
併
行
し
て
作
成
さ
れ
て
い
た
か
、
後
に
な
つ

　
　
て
抜
き
だ
さ
れ
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
か
。

㊨
，
南
北
両
奉
行
所
（
一
時
三
つ
あ
っ
た
時
も
あ
る
）
で
そ
れ
ぞ
れ
作

　
　
成
し
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
。

鈎
　
明
和
年
代
以
降
は
、
め
だ
っ
た
捕
物
は
な
く
な
っ
た
か
ど
う

　
　
か
。

　
検
使
出
役
が
あ
る
程
の
捕
物
は
少
な
く
な
り
、
定
町
廻
り
等
に
よ

る
も
の
が
多
く
な
？
た
で
あ
ろ
う
と
な
、
推
定
し
う
る
が
、
記
録
が

な
い
。
本
来
か
な
り
の
数
に
上
る
記
録
綴
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
ご
廃
棄
さ
れ
た
か
、
焼
失
し
た
か
、
亡
失
し
た
か
、
す
べ
て
不
明

’
で
あ
る
。
，
’

　
　
　
四
　
丸
橋
忠
弥
召
捕
り
記
録

　
石
谷
将
監
殿
御
代

　
慶
安
四
年
卯
七
月
二
十
四
目
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
方
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銀
八
枚
ト
刀
．
一
．
忌
地
六
左
衛
門

、
一
丸
橋
畷
御
撰
六
枚
励
㌔
餐
禽

」
右
者
御
茶
水
之
上
、
御
中
間
町
二
罷
在
候
牢
人
徒
党
一
一
巻
皆
無
、

弓
打
藤
四
郎
案
内
二
而
、
、
両
方
よ
り
同
心
二
十
四
人
前
後
二
手
二
，

分
参
り
、
先
手
二
而
召
捕
宮
比
。
則
此
方
於
二
御
番
［
所
↓
御
両
所

御
寄
合
、
其
上
久
世
大
和
守
殿
、
牧
野
佐
渡
守
殿
御
出
座
二
而
、

、
一
二
之
者
被
二
召
出
↓
御
前
二
而
御
褒
美
銀
被
臥
下
内
壁
上
将
三
殿

よ
り
一
，
ノ
手
へ
時
撮
弐
、
一
．
一
ノ
手
へ
時
蝦
壱
被
・
紅
紫
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
　
　
小
兵
衛

七



“

先
手検

使

後
詰検

使

原
　
　
兵
左
衛
門

神
谷
　
金
太
夫

羽
田
、
長
右
衛
門

　
　
　
五
　
丸
橋
忠
弥
徒
党
一
巻
召
捕
り
記
録

憂
蛸
壷
ハ
艦
箋
銀
八
枚
嘱
蕪
三
六
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
前
殿
方
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
三
二
　
高
田
　
安
太
夫

桶＋莱
q
門
御
褒
美
銀
．
枚
瓢
騨
癖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
三
二
　
矢
野
　
○
○
○

薯
三
田
弥
徒
党
暮
三
図
忠
弥
三
二
鶏
一
麟
三
二
御
三

硝
濁
酒
而
召
捕
申
回
付
、
御
褒
美
銀
被
レ
下
、
其
上
将
監
殿
よ
り

此
方
同
心
二
時
服
被
レ
下
候
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
田
　
四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
使
　
　
原
　
半
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
権
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
長
左
衛
門

　
慶
安
四
年
卯
九
月
十
三
日
夜

一
　
三
宅
平
六

三
宅
平
六
小
者

一
　
小
兵
衛

’
土
岐
与
左
衛
門
小
者

一
　
権
之
助

、
一
藤
江
又
＋
郎

一
　
戸
次
庄
右
衛
門

一
　
厚
身
右
衛
門

　
此
方
同
心

　
一
　
成
瀬
弥
五
左
衛
門

　
同

　
二
．
笹
岡
　
源
右
衛
門

　
同

　
一
　
菊
池
　
源
左
衛
門

　
備
前
殿
方
同
心

　
二
　
染
矢
　
市
兵
衛

　
此
方
同
心

　
一
　
稲
河
　
新
右
衛
門

　
同
　
　
　
虫
ク
イ

　
ニ
　
中
○
○
○
○
○

　
　
ク
で

℃○

I
σ
α
σ
○
○
、

　
備
前
殿
方
同
心

‘
二
　
渡
戸
六
郎
左
衛
門
’

　
同

　
一
　
神
谷
四
郎
右
衛
門

　
此
方
同
心

　
二
　
杉
本
　
五
左
衛
門

　
同

　
一
　
堀
江
　
喜
左
衛
門

　
備
前
殿
方
同
心

　
二
　
湯
浅
市
郎
左
衛
門

　
此
方
同
心

手
負
　
山
村
　
与
左
衛
門

」二
八一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
負
　
吉
野
　
六
太
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
負
　
田
中
安
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
深
手
、
井
出
　
市
右
衛
門
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
前
殿
方
同
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
手
　
橋
本
　
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
手
　
隠
米
　
弥
右
衛
門

三
者
徒
党
蕃
之
煮
三
宅
平
六
儀
は
土
岐
融
鱈
㊥
⑭
㊤
敗
者
ピ

相
宿
二
而
、
芝
久
右
衛
門
町
弐
丁
目
二
住
居
仕
、
藤
江
又
十
郎
、

戸
次
庄
冶
衛
門
、
林
戸
右
衛
門
此
三
人
ハ
「
、
芝
札
之
辻
三
丁
目
二

罷
在
町
彫
、
．
訴
人
有
レ
之
、
前
後
二
手
ご
分
、
双
方
よ
り
同
心
二

十
四
人
召
捕
二
参
、
初
手
二
平
六
を
捕
旧
恩
。
与
左
衛
門
ハ
致
二

欠
落
一
候
間
、
平
六
、
与
左
衛
門
両
人
之
小
者
を
目
明
し
二
仕
、
、

三
人
之
者
別
所
ぺ
捕
二
参
臥
処
、
芝
札
朝
野
二
而
三
人
之
者
二
行

逢
、
又
十
郎
、
庄
右
衛
門
両
人
召
捕
候
処
、
林
戸
々
循
蝋
画
を
ぬ

き
、
後
詰
之
中
へ
切
込
大
勢
二
手
を
負
せ
申
候
を
召
捕
幹
候
。
働

褒
美
銀
百
枚
出
申
候
を
、
・
五
拾
枚
宛
両
方
へ
分
取
、
一
二
併
手
負

、
之
者
二
御
褒
美
之
高
下
在
γ
之
、
割
被
レ
下
墨
。
‘
　
　
」

　
　
　
　
、
・
　
．
　
　
　
・
　
先
手
　
　
　
　
増
田
　
四
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
使
　
　
原
　
半
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
・
　
次
右
衛
門

後
詰検

使

芹
沢
　
伝
八
四

辻
　
　
小
，
兵
衛

．
依
田
．
勘
左
衛
門
・

　
　
　
　
六
　
丸
橋
忠
弥
徒
党
回
巻
召
捕
り
記
録
解
説

　
こ
の
記
録
は
、
由
比
正
雪
の
起
し
た
慶
安
事
件
の
一
部
の
記
録
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
件
の
紹
介
は
略
し
ま
し
て
、
こ
こ
で
は
、
記
録

の
細
か
い
部
分
に
つ
い
て
解
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
丸
橋
忠
弥
V

　
　
こ
の
人
物
は
ハ
芝
居
、
講
談
等
で
有
名
で
・
あ
る
割
に
、
俗
説
の
み

伝
わ
っ
て
い
て
、
確
実
癒
．
」
と
な
ほ
姥
㌦
ど
あ
称
っ
て
お
り
ま
せ

ん
コ
こ
の
記
録
で
は
、
お
茶
の
水
の
上
に
あ
る
御
中
間
町
に
住
居
が
・

あ
り
、
そ
こ
で
捕
わ
れ
ハ
し
か
も
何
の
抵
抗
も
し
な
か
っ
た
こ
と
《
，
「

牢
人
で
あ
っ
た
こ
志
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
噂
・
こ
の
ほ
か
に
億
、
由
比

正
雪
の
有
力
な
一
味
で
あ
っ
た
こ
乏
、
槍
の
道
場
を
嗣
ぎ
、
．
入
に
教

え
る
程
の
腕
前
で
あ
っ
た
こ
と
、
’
そ
の
道
場
は
、
本
記
録
に
あ
る
御
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
が
し
ら

中
間
町
に
あ
っ
た
幕
府
の
御
中
間
頭
大
岡
源
右
衛
門
の
長
屋
に
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
か
ち
　
　
　
・
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
か
ち

ド
た
と
と
、
兄
が
幕
府
の
御
調
行
頭
宮
城
三
左
衛
門
配
下
の
徒
士
で
あ
噛

つ
た
こ
と
、
．
姉
が
、
幕
府
の
御
鉄
砲
頭
近
藤
登
之
助
配
下
の
徒
士
の

妻
で
あ
っ
た
こ
と
，
等
し
か
わ
か
ザ
ま
せ
ん
。
こ
の
記
録
で
意
外
な

こ
と
は
、
、
召
捕
り
の
際
何
の
抵
抗
も
せ
ず
捕
わ
れ
て
い
「
る
こ
と
で

ナ
。
一
味
の
無
冠
右
衛
門
は
、
記
録
に
も
あ
り
ま
す
と
お
り
、
相
当

一
二九

【



の
抵
抗
を
し
て
、
．
捕
方
に
か
な
り
の
手
負
い
を
与
え
て
お
か
ま
す
。

す
。

〈
石
谷
将
監
〉

、
石
谷
左
近
将
監
貞
清
。
当
時
北
町
奉
行
で
、
事
件
の
あ
っ
た
時

「
は
馬
、
此
町
奉
行
所
は
月
番
で
あ
っ
た
。
在
任
期
間
億
慶
安
三
年
か
ら

万
治
二
年
の
南
町
奉
行
は
、
神
尾
備
前
守
元
勝
。
　
　
　
　
　
．

〈
慶
安
四
年
七
月
二
十
四
日
夜
V

　
徳
川
実
紀
に
は
、
二
十
三
日
夜
、
訴
人
が
あ
っ
て
直
ち
忙
行
町
ゲ

た
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
ズ
ニ
十
四
日
に
幕
府
は
㍉
由
比
正
雪
事
件
の

対
策
打
合
せ
重
し
て
い
ま
す
。
事
件
処
理
の
手
順
の
記
載
か
ら
判
断

し
て
、
実
紀
の
記
載
が
正
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

〈
御
褒
美
〉
．

　
『
捕
者
帳
』
に
は
、
．
相
当
の
額
の
褒
美
が
討
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

壱
の
上
の
は
じ
め
の
部
分
の
記
録
は
す
で
に
紹
介
し
ま
し
た
が
、
弐

の
四
の
内
に
も
（
十
両
、
五
両
な
ど
出
し
て
い
る
記
録
が
か
な
り
あ

り
ま
す
ゆ
．

〈
一
番
手
・
二
番
手
V

　
召
捕
り
の
際
、
、
一
番
の
働
き
を
し
た
者
を
一
番
手
》
次
を
二
番
手

と
い
．
い
ま
す
。
実
際
乱
闘
に
な
る
と
、
こ
の
判
定
は
む
ず
か
し
く
、

・
も
め
ご
と
の
種
に
な
り
ま
す
。
褒
美
も
一
と
二
で
は
か
な
り
違
い
ま

　
　
　
　
　
う
え
　
お

く
お
茶
の
水
上
・
御
中
間
町
〉

　
こ
こ
に
丸
橋
の
住
宅
兼
道
場
が
あ
り
ま
し
た
。
・
前
記
し
ま
し
た
よ

う
に
、
幕
府
の
御
仲
間
頭
大
岡
源
右
衛
門
の
長
屋
を
借
り
て
い
た
の

で
す
。
「
諸
本
に
は
、
単
に
お
茶
の
水
、
弓
町
、
春
木
町
、
「
ど
色
々
書

か
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
場
所
的
に
み
て
、
た
い
し
た
違
い
で

は
あ
り
ま
せ
．
ん
。
し
か
し
正
確
に
は
、
こ
の
記
録
の
御
畦
間
町
で
あ

層
る
と
思
い
ま
す
ゆ
進
士
慶
幹
著
の
『
由
比
正
雪
』
に
は
、
現
在
の
水

道
橋
角
に
あ
る
都
立
工
芸
高
校
の
所
は
、
当
時
巷
説
八
百
屋
お
七
で

．
後
に
知
ら
れ
た
吉
祥
寺
が
あ
り
（
現
在
駒
込
×
　
そ
の
東
隣
忙
大
岡

源
右
衛
門
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
丸
橋
の
住
ん
で
い
た
長
屋
は
《
さ
ら

に
屋
敷
の
東
回
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
『
正
保
年
間
江
戸
絵
図
（
正
保
元
年
）
』
に
よ
り
考
証
さ
莞
も
の
で

す
。
こ
の
ほ
か
『
本
郷
区
史
』
、
『
続
江
戸
の
坂
東
京
の
坂
』
等
に
、

ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
項
を
借
り
て
、
町
奉
行
所
が
出
動
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
考
え
て
み
ま
す
。
既
に
紹
介
し
ま
し
た
と
お
り
、
大
岡
は
幕
府

の
役
人
で
あ
り
、
、
通
常
は
、
町
奉
行
所
の
者
は
老
中
の
下
知
が
あ
っ

．
て
も
屋
敷
の
内
へ
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
上
司
の
命
で
大

岡
が
捕
え
て
差
し
出
す
か
、
目
付
の
差
図
で
幕
府
の
役
人
が
捕
え
て

三
七
出
す
か
で
あ
り
ま
す
。
，
た
と
え
長
屋
で
あ
っ
て
も
同
じ
な
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
お
げ
ち

す
ゆ
こ
の
事
件
は
、
御
下
知
も
の
の
代
表
と
し
て
Y
い
つ
も
引
合
い

o



に
出
さ
れ
ま
す
が
、
本
来
は
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
外
中
の
例

外
と
し
て
、
こ
の
事
件
の
時
だ
け
奉
行
所
が
、
踏
み
込
ん
で
召
捕
り
、

を
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
事
件
の
性
質
と
し
て
、
緊
急
を
要
し

、
た
か
ち
か
、
幕
臣
の
内
に
．
一
味
に
加
担
す
る
者
が
多
か
っ
た
た
め
で

し
ょ
う
か
。

八
弓
打
藤
四
郎
〉

　
弓
師
。
数
人
の
事
件
訴
人
の
一
人
。
石
谷
の
役
宅
へ
訴
え
出
た
。

巷
説
で
は
、
丸
橋
が
金
策
に
つ
い
て
相
談
し
た
結
果
で
あ
る
諄
い
い
．

ま
す
。
後
に
相
当
の
褒
美
を
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
、

〈
同
心
一
、
一
十
四
人
〉
，

　
か
な
り
の
抵
抗
を
予
想
七
た
も
の
と
み
え
ま
す
。
南
北
両
奉
行
所

か
ら
、
十
二
人
ず
つ
出
動
し
た
こ
と
は
、
本
件
と
余
党
一
巻
の
事
件

以
外
『
捕
者
帳
』
に
記
録
が
あ
り
ま
せ
ん
。
先
手
は
、
月
番
北
町
奉

行
所
で
．
つ
ど
め
、
先
手
の
み
で
召
捕
っ
た
も
の
。
後
詰
は
、
逃
が
さ

・
ぬ
よ
5
1
警
備
に
つ
い
て
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。

〈
此
方
御
番
所
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
に
か
め

　
北
町
奉
行
所
を
指
す
。
当
時
銭
三
橋
の
北
詰
、
現
在
の
常
盤
橋
門

内
に
あ
っ
た
ゆ
南
町
奉
行
所
は
、
橋
の
南
詰
、
現
呉
服
橋
内
に
あ
っ

た
。
両
奉
行
所
は
こ
の
橋
の
南
と
北
の
対
塒
す
る
位
置
か
ら
t
う
呼

ば
れ
た
。
役
人
だ
げ
で
な
く
、
，
江
戸
町
民
も
奉
行
所
を
御
番
所
と
呼
’

ん
だ
。
・

〈
久
世
大
和
守
V

　
　
　
ひ
ろ
ゆ
き

名
は
広
之
。
当
時
小
姓
組
番
頭
。

〈
牧
野
佐
渡
守
V

急
舞
鴨
当
時
書
院
蕪
・

　
久
世
大
和
守
、
牧
野
佐
渡
守
両
名
は
、

来
て
い
た
。

老
中
の
命
に
，
よ
り
検
分
に

〈
検
使
V

　
与
力
が
つ
と
め
た
。
召
捕
り
に
手
を
出
さ
ず
噛
指
図
と
経
過
を
み

つ
め
る
こ
と
に
専
念
し
た
。
手
柄
者
の
判
定
を
下
し
、
奉
行
に
報
告

す
る
。
大
方
は
、
検
使
の
報
告
が
『
捕
者
帳
も
．
の
記
録
内
容
と
な

る
。
（
掛
…
物
の
概
要
参
照
）

　
薗
」
の
事
件
で
ば
、
北
町
奉
行
所
か
ら
筆
名
出
動
し
て
い
る
。
当
然

南
町
奉
行
所
か
ら
も
呵
数
出
て
い
る
で
し
ょ
う
。
与
力
一
人
に
、
同

心
三
人
の
割
合
で
編
成
さ
れ
て
い
る
。

．
こ
こ
で
『
捕
物
の
話
』
に
よ
る
計
算
法
で
出
動
総
人
員
を
計
算
し

で
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
与
力
四
人
．
与
力
従
者
1
6
人
ゴ
同
心
1
2
人
、
同
心
従
者
1
2
人

　
　
計
4
4
人
　
4
4
人
×
2
H
8
8
・
人
’

　
『
捕
物
め
話
』
は
、
，
江
戸
中
期
頃
の
も
の
を
拠
り
所
と
し
て
い
る

一
，
三一



と
思
い
ま
す
の
で
、
ζ
の
事
件
に
あ
て
は
め
る
の
は
無
理
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
な
お
、
．
こ
の
記
録
に
、
後
詰
と
の
み
あ
っ
て
、
南
町
奉
行
’

所
の
検
使
与
力
の
名
が
記
さ
断
て
い
な
い
こ
と
は
、
前
に
申
し
上
げ

ま
し
た
。
私
は
、
記
録
へ
の
不
信
の
一
つ
に
こ
の
点
を
雪
げ
た
い
と
・

思
い
ま
す
ゆ
「
緊
急
の
出
動
と
は
い
え
、
捕
物
に
出
る
以
上
相
手
方
の

与
力
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
は
ず
が
な
い
。
こ
の
事
件
で
は
、
、
奉
行

は
出
馬
せ
ず
与
力
が
指
揮
を
と
っ
た
の
で
み
り
ま
す
。
後
詰
警
備
の

指
揮
者
達
の
名
前
が
わ
か
ら
な
い
ご
と
は
、
あ
り
え
な
い
。
こ
の
点

が
、
こ
の
記
録
は
別
の
記
録
の
写
し
で
な
く
、
誰
か
の
記
憶
で
作
成

さ
れ
た
と
思
う
私
の
拠
り
所
の
一
つ
で
す
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

〈
河
原
十
郎
兵
衛
親
子
召
捕
り
一
件
〉

　
丸
橋
が
召
捕
ら
れ
た
夜
、
野
里
隊
が
出
動
し
、
捕
え
て
い
る
の
で

す
が
、
こ
れ
に
は
、
南
北
合
同
隊
が
出
た
の
か
、
片
方
の
も
の
だ
け

が
出
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
「
人
数
も
不
明
、
記
録
と
し
て
は
辱
不
完

全
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
て
の
記
録
も
疑
わ
し
く
感
℃
ら
れ
ま
す
。

な
お
前
記
『
由
比
正
雪
』
に
は
、
十
郎
兵
衛
は
塩
硝
蔵
下
奉
行
で
あ

っ
た
と
あ
り
ま
す
。

〈
塩
硝
蔵
〉

　
現
在
の
次
薬
庫
で
あ
り
ま
す
℃
所
在
が
書
か
れ
て
お
り
ま
ぜ
ん

噛
が
、
諸
本
に
よ
る
と
、
北
の
丸
、
二
の
丸
、
小
石
川
と
色
々
の
説
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
定
か
で
あ
の
歯
せ
ん
。
・
｝
味
は
、
こ
れ
を
爆
破
す

る
計
画
を
持
っ
て
ゴ
い
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
効
果
を
上
げ
る
な
ら

ば
、
二
の
丸
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
奉
行
所
の
役
人
が
踏
み

込
め
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
小
石
川
が
常
識
的
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
記
録
に
は
、
問
題
が
ま
だ
あ
り
ま
す
＠
そ
れ
は
、
十
郎
兵
衛
は
，

幕
臣
で
あ
り
ま
す
か
ち
、
そ
れ
を
町
奉
行
所
の
役
人
が
捕
え
る
ど
い

う
こ
と
は
、
’
い
か
な
る
場
合
で
も
、
あ
り
え
ま
せ
ん
し
、
出
来
な
い

は
ず
で
あ
る
こ
ど
。
塩
黒
滝
は
、
幕
府
の
機
関
で
あ
り
ま
す
が
ら
、
・

，
踏
み
込
む
こ
と
は
、
普
通
で
は
で
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
よ
ほ

ど
特
捌
の
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
三
宅
平
六
三
五
名
召
捕
り
一
、
件
V

　
丸
橋
の
時
と
同
人
数
が
出
動
し
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
レ
か
な
り

．
の
抵
抗
を
予
想
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
’
事
実
、
深
手
の
者
を
含

め
て
、
六
人
の
同
心
が
手
負
い
を
し
て
“
ま
す
。
、
こ
の
林
戸
右
衛
門

ぽ
よ
ほ
ど
の
剛
の
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
記
録
に
は
、
同
心

、
の
手
負
い
し
か
記
さ
九
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
小
者
に
も
か
な
り
手
負

い
が
出
て
い
る
か
遇
し
耽
ま
せ
ん
。
な
馳
、
「
こ
の
時
は
、
南
町
奉
行

所
が
月
番
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
記
録
は
、
北
町
奉
行
所
の
作
成
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
非
番
の
奉
行
所
が
記
録
を
作
っ
て
い
て
、
，
月

番
が
作
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
七
か
し
、
『
捕
者
帳
』
の

大
部
分
が
、
北
町
奉
行
所
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
、
気
に

な
り
ま
す
。

　
目
明
し
の
語
が
出
て
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
内
で
は
道
案
内
位
の
意
味

　　r．　至一丁’“’

O



で
使
っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
慶
安
の
頃
か
ら
存
在
す
る
こ
と
が
知
’

ら
れ
て
、
面
白
い
ど
思
い
ま
す
。
も
っ
と
も
、
後
世
で
使
っ
た
意
味

ど
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。
実
は
、
三
三
の
『
目
明
し
の
話
』

幽
の
内
に
「
手
持
に
あ
る
公
文
書
を
さ
が
し
て
み
ま
す
と
、
ま
だ
ほ
か

に
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
．
私
の
知
っ
て
い
る
範
囲
で
は
、
正
徳

年
中
の
評
定
所
の
定
書
に
出
て
い
る
の
が
、
一
」
番
古
い
よ
う
で
す
。
」

と
い
う
個
所
が
あ
り
、
　
こ
の
、
『
捕
者
帳
』
㌦
も
目
を
通
t
て
い
る
の

に
、
見
落
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
七
．
　
「
捕
者
帳
」
の
利
用
に
つ
い
て

　
原
本
と
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。
書
誌
的

調
査
等
の
外
は
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
を
、
利
用
願
っ
て
お
り
ま

す
。

．
原
本
請
求
記
号
　
八
〇
六
－
八
六

㌃
〃
紫
粟
記
号
ぢ
蓋
六
、
第
三
集
即
下
ん

そ
れ
ぞ
れ
特
別
室
で
、
♂
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

　
　
　
　
お
わ
り
に
、

　
主
に
参
考
と
し
ま
し
た
の
は
、
三
田
村
鳶
旧
著
『
捕
物
の
話
』
、
’

そ
の
他
は
次
の
図
書
で
あ
り
ま
す
。
稲
垣
史
生
著
『
町
奉
行
』
、
大
層

，
隈
三
好
著
，
『
捕
物
σ
歴
史
』
、
進
士
慶
幹
回
『
由
比
正
雪
』
。
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
（
た
ぐ
ち
・
旧
い
い
ち
、
一
般
参
考
課
主
査
）
・

℃
　
，

ψ

【
三
三一




